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このたびは、曰な石油フアンヒーターをお两い上げ 
いただを、まことにお0びとラございました。 

ご巧用の巧はこの巧のが巧•をよくお R みにな0、 
ご家巧を貝で正しくご巧用ください。 

お読みになつたあとは大切に巧巧してください。 


参この RISK 巧■はエコマーク B をの两を用してい9す. 

•この巧■は■墳にやごししインキ cfM して L ぶす • 
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巧をのため(8^ずお巧 D < ださい 

この取巧悅明■および»なには、安全に正しくお巧いいただを、ご巧用になる方へのを含やお産への 
攝害をホ巧に防止ずるため、次のよラに区巧して«示していまず。內客をよく理解してか6こ使用く 
ださい。 


A を険 

この衣示を巧規して R つた巧巧いをずると、人び巧じ、 ■« を負5巧巧、または 
义がのを皮が*し迫つてをじることび巧をされる巧客を示していまず， 

A 警告 

この表示を無視して誤つた巧のいをずると、入び死亡、■儀を負ラ巧能な、また 
は乂巧の巧能住び巧をされる巧客を示していまず， 

A :テ音 この « 示を巧視しておつた巧のいをずると、人び傷害を貧う巧巧なや、•巧的 

,の船びなぞされる巧客を示しています。 

•巧的攝窗とは，家 S•g なおよび冢》 • ぺットなどにかかわる巧大摧窗を示していまず • 

絵表示のちは 

(^) この制示はしてはいけなし、 rsiihjiwi を示していまず • 

この給み示は化ずがしていただく r 巧示 J 巧8でず， 


A を険 (DANGER) 

ガソリン使用禁止 

ガソ U ンなど揮発性の巧い油は、«巧 
に巧用しないでください。 

な巧 U 旧1ちな油)を巧用してくださし、 
•火災の»田にな D まず. 



A 警告 (WARNING) 



スフレー巧やカセツトこんろ用ボンベなどを M び友 
たるところにぶ■しないでください。 

参熱で巧の圧力が上ぴ0、懼発しを巧でず， 


換気必要\|===^ 

廊〇 


换気せずに巧用しつづけないで< ださい。 

巧用中は化ず1時曲に1〜2回 （ 1〜2分)魚巧して、 

巧おな巧巧を满巧して < ださい。 

度巧び十分に巧えなし Ml 巧（巧が凍巧しているが S . 
が下ちなど）では、使用しないでください。 

参素び不足ずると、不巧を«巧し一 « H ヒ巧«などが発を 
してや J •になるおそれぴお〇まず， 
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A 警告 (WARNING) 

温風吹出□をふさがない 



巧巧、巧などで法風か 
出□やが巧.巧 J 1 さ巧 
巧入□をふさがないで 
<ださい。 

通里欣化□巧方に布団を»いたり，巧を■かな 
いで < ださい。 

♦巧巧.紙などでふさぐと、興巧化なや义がの原 
因にな D ます， 


»るとさ消义 



〇 


»るとをやか出するとをは、化ず消义してくだ 
さい。 

♦乂がなどチ巧しない事巧の巧をずるおそれび巧 
0まず， 


可燃なガス使用厳禁 


A 

_ 一 

シンナ' 


A 

てンジシ 


〇 


ストーブを巧用している巧«で、巧巧なガスび 
発をずるちの(ベンジン-シンナー)、スフレー 
などを巧用しないでください。 

参义災やぶ■の原巧にな0ます， 


A ま意 (CAUTION) 

カーテン. 可燃物近接禁止 

0 



カーテン-»テ-巧巧などのなえやずいちのの 
そばでは使用しないで < ださい。 

タイマー51ちずるとをる、巧が！巧がそばに■い 
ていないことを巧なしてください。 

•火がぴ発生ずるおそれびお0まず。 


給油時消乂 



た油はおず巧义してか5巧つてください。 
こぼれたなぶは、よく巧を巧つてください。 
♦义災のおそれぴお〇ます， 


居室内給油禁止-給ミを時乂気 
禁止 

Q 



た油は、がず义の巧のないところで巧つてくだ 
さい。 

参义巧のおそれがお0まず， 


安全のため必ずお守りください 
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ままのため必ずお巧 0 < ださい 



A ま意 (CAimON) 

異常時使用蔡止 


〇 


ほこりのお去 



化说 s が□は、]§1回10±かず fim 
してください， 

♦ごみ-ほこ0などで g が- M 空気ぶ入□びつま 
ると、两な度«のおそれが巧0ます， 




高温部接进!禁止 



ち巧□□をは確興に麵めてください， 

がぶ□□金を下にして、巧測れがないことを» 
かめて < ださい， 

参□をを巧めに辣めた0すると、麵寒に□まがはサ 
れて、义巧のおそれび巧 D ホす， 


〇 




巧な中や消义函後は、 Ail 巧（遵里巧出口）に手 
などふれないで < ださし、 • 

♦やけどのおそれが巧 D ます. 



におい-ずずの堯生、巧のをなど興常を«じた 
とさやぶ测れびあつたとをは巧用しないでくだ 
さい， 

巧用やに興«をなじた0、 IftH などの15急の塌 
合は、巧わてずに满义してください。 
♦ g «« m のおそれび巧0ホす， 


巧源プラグを巧いて消义しない 



满义後、を里び止ま or ガチッ J または r ゴン J と 
含びずるまで霞»フラグを巧かないでくださレ、 
♦妃巧- u 巧度巧乂 □や本体上面が»選とな 0. 
やけどやな■の原因にな D まで， 

白煙や強いにおいぴ化た0, g 熱巧止巧■がが ft 
するおそれが巧 0* ず. 


分解修理-改造の禁止 



不発をな修理やが巧は巧なでず， 

巧■、»携したと巧は巧用しないでください。 
♦义がなど予巧しない•巧の巧をするおそれぴ巧〇 
ます. 
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A ミち意 (CAUTION) 


保管時にしていただくこと 


可燃物との距離を離ず 



〇 


^mULt 


ft 用 M 巧用しないとを、またはが箭するとをは、 
みか a 巧を巧いてください。 

«けた0、橘なしのが g では巧資しないでくだ 
さい。 

参义災のおそれが巧 D ます， 



〇 


田に示す寸法巧に巧巧巧や！巧を■かないでく 
ださい。«巧にホな巧待たせて Ml して< ださし、 
参*常ぶ巧や义巧の原因にな0ます， 


觀におい巧面にはマットなど 指や異物を入れない 

をがく 

〇 




熱に巧いじけラたんやフ□一 U ング•巧の上で巧用 
する場るは、熟に強いマットなど巧敷いてくださし、 
巧晒巧用ずると，交毎.ヒビ •! れ.そ 0® るこ 
とぴ巧 D まず， * た.ほこ D やたばこの煙などで 
«芭することを巧0ホす， 


通里が出□やぶな-通 JA 巧な成入口、本体の巧 
巧に巧や巧、巧、フラスチック、ガスライター、 
マツチなどの機巧を入れないで < ださしん 
参けぴや义巧の原巧にな0ホす. 


巧質なミを-不純な油は使わない 次の巧所では使用しない 



Q 


など） • 不巧なお(巧れた巧、水の巧じっている口 
巧、なぶ水巧巧，かは巧などを巧ぶしたもの)など 
は、 g 巧に使用しないでくださし、 

•III 常度!巧やな■-巧扇れの原苗にな 0 S す， 


C 里の巧たる場巧、巧 S の出入□•屋が。 

〇不巧巧なをのせた«などの下。 

0遍ち、 n 两室など人のいなし U 1 巧。 

0 巧ななガスの堯をする場所、またはたまる!•巧 • 
0水平でなし\11巧、«勘の»しい不巧をな i ■巧。 
〇ほこ0や巧巧のそい場巧， 

OHM 曰光の巧たる場所， 

〇理•美育巧、ク IJ 一ニンブ巧、 * 震工場など、 
スフレーや化学 » a 巧巧ラ!•巧。 
eg がや巧し入れなどストーブが西われる場所， 
♦义災やホ 9 しない事巧の原因にな 0 * ず. 


安全のため必ずお巧り<ださい 
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ままのため iK ずお巧 CK ださい 



■巧巧やけどについて 

■シリコーン E 台巧品について 

•比 R 的巧い選度 (40 で〜60で）でを巧膚の巧じ巧ぴ ft 巧 
«熱な6れると.熱い.痛いなどの目 K 症ががなくて 

シリコーン E を «a には巧のようなものぴホ D ます•ご 
TO のうえ、ご*用くだごしん 

參ヘアケア面品(巧モコート巧、へアムース、ヘアトリー 

を任通やけどになるおそれがお D *す， 

参巧のような方は巧にま繼してください. 

トメントなど》 

WL 巧巧.お年寄り.曲 K の》い方 

参 fbCg , M 汗巧、巧止用、防水スフレー.つや lb し 

•« 巧を R 弓«(麵度薬.かせ»など）を g 用されたち 

W (巧用ワックス)> ガラスクリーナー，化ザぞうをん. 

♦巧る-«労の g しい方 

力ーワックスなど 
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A 注意 (CAUTION) 

暖をかけたり、物をのせない I 畜地(標高1500 mlil 上)使用禁止 





ストーブを引さず5ない 



Q 


巧勘ずるとさは、«けた D 、 ミ I をずらないで < ださい。 
♦打ぶが涵れて义巧の原田になった0,巧面 ゃ暨、 
カーペット g を*つけた D 、 本体ほ面の玄巧びは 
びれてさびるおそれぴ巧〇ます， 


0 


ストーブに腰をかけた D 、 

上にの5ないでくださし、。 

♦本が上面びへこむ巧因と 
な0ます， 

水の入った容器や、巧を上にのだないでください。 
参水び本体巧部に入ると、焉■やな师の原因になる 
ことび巧0まず， 


«1再1 iSOOmlO 上の場所では使用しな 
いで < ださい。 

保な1，000 mUU : で使用ずる塌苗ま， 

巧巧の*巧び巧いので、正巧なな巧げ巧の巧巧と 
度巧に注意して < ださい。 

♦不巧を化病し、一が bR » などが発をしてや•に 
なるおそれが巧 D まず. 


運搬ずるとさはな油を巧く 


ご巧居または修理などでストーブを邏 
«ずるとをは、必ずた油タンク、油受 
けの巧の幻ぶを巧き巧って < ださい。 


〇 


♦打巧が入ったまま運搬ずると、火がやモ巧しない 
事故になるおそれびちります， 


廃棄ずるとさはな巧を巧く 


ストーブを房棄®分ずるとをは、必ず 
お油タンク、进受け皿巧のな油を巧を 
巧って < ださい。 


〇 


♦な油び入ったまま房棄ずると、乂災やホなしない 
事巧になるおそれがまず， 


お願い (NOT に E) 


〇ストーブに異なをなじた0、谢 BI •巧巧したときは，使用巧中止してください。 

aws (切/入)ポタンを巧して a おをやめ、フラグを巧いて、お*い上げの巧妃留こご宙巧くださし、。 
〇お子様やお年巧0など、ご自分で攝作でをない方が使用した0、巧くにいるとをは、巧巧の人が十分 
ま意して < ださい。 

g 巧治療巧ちといっしょに巧用しないで<ださい。反作ずるおそれびち0まず。 

〇テレビ、ラジオ> コードレス WS などの巧くて•巧用しないでください。 

燒音び入るおそれびおりまず， 50 cm じ Lhil すか、向をを交えるなどしてください。 

〇巧を巧ったなぶの化巧については、巧油をお■い上げになった巧巧巧にご巧巧ください。 

〇このストーブは一が家庭用でず • 業巧用にはお巧いにな5ないでくださし、。 


安をのため必ずお守りください 
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操作部-表示部のなまえとはた5き 


な灯…自動消义ずるまでの巧0時田 
を《示 


ポタン 111 遭! 

参1|1这；(^义または巧な 
度»巧をセットする 
とを巧しまず 
♦チ r イルド□ックを 
セツト (W 巧)ずると 
を巧します 


室ち/時巧!さわせポタン g 理 
ま il の MS、 または巧巧時巧、 
タイマー遅おの時巧をセットず 
るとさ巧します 



巧度ランプ 

画’ 

ホロ…度® i おや 



タイマーポタンな U 
•タイマー運巧をずると 
さ巧しまず 

参巧な時巧をわット(修 
正)するとを巧しまず 


タイマーランフ な U 
なな…タイマーがホのやまたはタイマー通お中 
み g …♦タイマー 通巧の時巧 さわせ 中 

♦タイマー》お後目齡满义しました 
参3時 n 運おみ@齡ミち义しました「141 



クリーニング 


消興ランプ 



スイッチ ii£] 


画 



気化 g をクリー 


点な…お興シス 



ニングするとを 


テムびか 



好しまず 


齡ゃ 



チャイルドロック表示 

晒 

お幻…チャイルドロック中 


1[がをが:巧宗" 


晒 

点の… g 巧巧义セット中 


を»ポタン 

陋 

毎 S ランフ [ g ] 

♦適おをお&ずるとを巧します 

点滅…おし忘れお义 

参おさえめ遅お巧たツトすると 

装■によるお 

をがします 

晒 

义予巧や 


る部のなまえ 


n 巧の巧宇はおしいが明のあるページでず。 


外観図 



タンクフタ 
•給油タンク [ g ] 


•とっ 
■本 


て 

が 


•オイルフイ/仪画 


油きけの圃 

面 台 




室沼センヴー， 

(ルームヴーモ） 



が说-活風度] 
巧巧巧入 □ 


«巧フラグ OS 




を風な 

( M フアン） 


各部のなまえ 
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使用前の準備 


本化を取り出し、給油タンクを引を 
出ず 


G 使用燃料について 


巧 MB ごれているチラシをよ <ぉ読みください • 



♦を巧の苗巧が巧ををて巧0巧いて<ださい。なし 
くは巧上面の riw 拍方ま J をお R みください， 
♦巧、包は.収納時に化獲ですので大切に巧 
管して < ださい。 


巧のことは.工場での度がテストによるちので 
興常ではあ D ません。 

♦•油受けのにか■のな巧び巧っている. 

参オイルフイルタがめれている。 

• iU が!化□よ0見えるな巧 n (なを曲んでい 
る商）が S をしている. 


燃料は巧ミを ( J に1号な油）を必ず ffi 用し 
て < ださい 

ガソリン、突 H りぶ、不角りぶなどは.絶対に巧用しな 
いでください。 

♦ガソリンなど. I •巧なの高いをのを巧用すると、义災 
の g 因にな0まず， 

•巧 K 幻巧.不巧灯油を使用ずると.巽常な巧やぶ扉の 
頭田にな0まず， 


む油とガソリンの見分けかた 

巧巧につけて患を巧をかけます。 

•义のなのない場所でおこなごてください。 

なぶ ガソ IJ ン 

嗔9部巧 

めれたまま すぐに巧く 


なぶの保ちのしかた 

ななは必サ义雨水、ごみ、«選および匯が曰 
化を避けた場所に巧«してくださし、 
it が曰光びなぶを巧*さだるため、がのとお0に 
<い着をしたポ U 奋お（な油用）を®用して<だ 
さい。 

ポリ咨巧のフタは»実に»めてくだをしん 

〇良い巧ち X 悪い保管 



巧巧なミを-す純な油は使用しない 


) 


([巧 H な巧とは 


参がシースンよ0持ち巧したをの 
参曰化の巧たる！•巧や fiS の場所で&用10巧蕾した 
をの、巧に含巧のフタをおけて巧管したをのやれ 
白をのポ U 客巧でな»したをのは、玄■[しやず < な 
0まず， 

ひど<塞資したなぶは、 H を巧がかつた0、ずつぱ 
いにおいがしまず. 


([不巧な巧とは 


参幻巧 W 外の油（ガソリン.シンナー、天ぶ5巧、 
Kffi 、 g 巧など）がほんのかしでもな入 

したをの 

♦水やごみ、ドラム巧のさびび巧乂したをの 
♦钉巧水な用.か推巧などを巧ぶしたちの 


巧巧な巧 • 不巧巧巧を使用ずると 

巧イ谢に夕ールがたまり、つざの原因にな 
D まず。 

♦巧义しない 
•病义しないで白煙が化る 
•巧义しにくい 
•な火してちずぐにお义ずる 
•においがひどい 

♦な巧び！[くな 0. 巧を装■がが»ずること 
が$る 

♦巧が s れる 


巧«な油のる分けかた 


コジフに水を入れ、その上に打油を入れて、に 
白紙を友てまず。 


良«灯油 


巧巧なミを 



水と间じ無を巧巧 かしでををがつい 

ているな巧 


巧«なぶ • 不採な巧を巧用したと 
を 

♦おぶタンク，油受け皿の S いな巧を巧を 
とり巧3ぺージ参照)、良 g の灯ぶで巧 
巧を2〜3回巧い，巧イがのクリーニン 
グ巧おこなって<ださい。 

巧4ぺージ参祝） 

♦それでを巧果びないとをはお两い上げの 
店巧なにご相なください。 

巧 fl な巧、不»な巧び原田でヴービスを 
巧！■されたとをは、巧扭期 M 中でち巧巧 
とな D まず. 


使 i 料について 
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巧用前の準備 


お油は必ず消义してか5おこなってくださし、。 

お油タンクの持ち連びには.上下2つあるとってをが用して 
<だをレ)。 

キヤッフを持って持ち*びをしないでくださし、キヤッフびが 
れるおそれび友 D まず， 

-キサジフ 
とつて 



とつて 


給ぶロロをの巧めつけについて 

な'ぶ□□をにキッフびがいてお0まずので、キャッ 
フの外!!巧持って回ずと手び巧れにく<，□金びまわ 
しやず< な0まず， 


おぶ□□を 



キヤッフ 


♦このな'；6□□金とオイルフィルタは尋用巧品です，他 
のストープには巧用しないでくださし、， 

巧び出なかった0，巧ぴ巧ふれた0してを»でず， 

参たット巧、本体を持ち31んだ D 、 ゆすった0すると 
キヤツフの夕«が打巧でめれることぴ« 0 * ず， 


C 給油のしかた 


'…編 


ク 
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給ミ宙のめやず（お巧バックアップ運巧） 

参巧びなくなると.表示部に ii 岳11び点 g し、 

灼5巧1« メロディ窗び g つてお知らせしまず， 
点滅中はデジタ/レ S 示に»りの運坛時 M をる 
巧し的25分曲■おできます， 

おぶバックアジフ S 坛中は.「化!ななで遅お 
しまず. 


給油タンクを取り出し、給油□口金 
をぺず 

参給油□□をにゴミ、みくず、ホコリなどけ)■しな 
し、ようにごま意ください。 


給ミをずる 

参油■れの中巧に巧面がくるまで、巧巧のポンプで 
給油ずる， 

参こぼれたな巧はよ<ふろとつてくださしん 


給油ロロをを巧実に巧める 

おぶ口□をを下にしてを巧測れびないことを度度し 
てください， 

参化のストーブのお油□□をを巧用しないでくださ 
い。 


給油タンクをセットずる 

のめての使用やシースン■巧、ぶ切れで满义したと 
をなど*受巧部に〔をみびな口しているうちは.遅 
お(切/入)ボタンを巧してをな火しません， 

1 か油 び消幻(巧1分)してからな火してくださし、 


Rgni 

SR9 

OC 


•CD 


点滅 


(坑) worn 時 n :巧分 n 


参消义ずる撕巧巧か5 
メロディ含び mo 、 
自動消义しまず. 
お义すると 、 mm 
がな口にかわります • 

— !涨9 — 

//い 

な打 


びな g 中に巧 ft ポ 
タンを巧すと、 go の ■ 
厉時怕び否わる場合び巧 
0まず， 

» gal ぴな滅中に ■ ap フ 
ラグをコンセントから巧 
いたとを.伴■したとさ 
は、たぶバックアッブ蓮 
おはでさまだん， 

>巧切れのとをに r ポコポコ J 
と Wfi ポンフのか5巧ち« 
びする場ちび$0まず， 


(1 捉開始前の準備と確認 


巧源の接続 

霉 g フラグをコンセント 
に«ミに S し込む， 


200 V のコンセントには絕^4に11し込まなし巧く 
ださい。磯巧が巧!•しまず， 

めれた手で■源フラグにさわらないで 
<ださい， 

巧霜のおそれが巧0まず， 



Q 


周囲の確認 

周囲に巧がなや师害巧がないかをラー度»かめる。 


設 ■ 場所の確認 

仿巧している場所やお動のおしい不巧をな！■巧で 
巧用ずると、巧タンクになかが入つてし、るのに« 
示部に [I 的かがな<した0、巧■自齡お乂 S ■び 
巧勘しやずくな D ます. 

水平な場所に投«してください。 


効果的に使用ずるために 

巧栗的に巧用ずる 
ために外巧に巧ず 
る巧の下や e 面の 
巧くにが！■してく 
ださい。 


化■の巧巧を巧げ 
ないで < ださい。 



給油のしかた 


運転開始前の準備と確認 
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使用方法 (通常運睹） 



運お(切/入)ポタンを巧ず 

参運おランプび;ななし、デジタ示に r 柏なさ湿 J と巧な siu をみ予 しまず， 
参巧らかじめ!® es 選は20でにセットされていまず， 

♦の9巧$後に！■义するための r ジ ー J とぶ■含がして、自齡な义しまず， 

巧义時に的17〜22巧曲消興システムびか u し、巧興ランフぴななしまず. 
•巧义餐のの4分田!は[や J IK 巧しまず， 

•おさえめ ii おびセットされているときに H 巧さ通び技を室3よ0■いとをは. 

L 、 つたん祝を16めますび、おさえめ WS によ0お义します •（17 ぺージ参巧） 
♦ホ义時に r ガチジ J またはロン J と爾曲#が作勘ずる含びしますが、 II 常で 
は巧0ません. 


巧巧巧お 

点火時のお■が巧し、(巧1巧お ■) とろは、自酸に这 H 
ランフぴ ; IWJ し、しばらくち千商い熱■で遅おします， 

•泣 » ii おは，おが S の sa [が巧ぞち ii まで a まるか、 

またはお巧 B の S 度ぴ B ま5ない<1|をでを!；5乂後約1 
時 M 巧通ずると自勸的にいなされます* 

参次の屬合はま tt 遅坛はしません。 

タイマー*おや.おなパックアッフ遅拓や.おさえめ«帰後の遅お中. 
巧が巧 il おや.巧な巧 S 后解な後の運おや 


— mm - 

/巧、 


が罹萌おか5がのが態を確認してください 


〇正巧燃が 


な义フラブ 



次の場合は異常では巧0ません 
参两いおの中のそかの貨な 
♦巧巧病時の網のホな 
•点乂フラグ> な巧知禪のホな 


X 黄がが焼 


を体び》をの。いがの 


がな 


ミが燃焼のとさは次の処面をしてください 

•巧なずる. 

参が規化□のほこ0をとる， 

♦突*打ぶ*不巧巧巧を使用したとさはク U —ニング巧ずる。 
(24 ぺージタお） 

巧■巧も爾巧が巧ずるとさは.お■い上げの販舟至にご巧枚く 
ださい。 


次のようながおはき巧ではあ 
0ません 

圓点义しない 

巧めての使用やシーズン■巧のな义時 
は.を姐 S 巧に十かな幻油びまわらな 
いため，煙や興いび化た 0. な义しな 

し M ■含 C け J 仁が.；こぶ表示け、 

友0ます. 

表示が出た場をは.■転(切/入)ポタ 
ンを巧し.測■フアンび停止してから 
巧拓■お(切/入)ポタンを巧して < だ 
さい。 

■がびホ<なる 

巧8巧すの扣港巧を巧用すると、巧の 
をが巧<な 0 まず，水に巧けている力 
ルシウム分び度えるためです， 



運巧(切/入)ポタンを巧ず 

♦消臭システムび巧»してお*ランフぴ点灯し、羅巧ランフ、デジタル g 
巧が消打し、の10〜1巧$»に满义しまず， 

(巧れがセットされているとろは.時れ女示にな D ます •） 

• M ファンは一度伴止し > その後の2分 W を■し.ホ熱を巧出して g 止します • 
•消興ランフは*满興システムが作勘してから、の2巧20巧後に薄(幻しまず， 
♦巧义巧に r ガチッ J または r ゴン J と■苗弁び作»ずる含びしまずび、興巧で 
はち0ません。 

♦な》巧なか5消义したことを度巧してくだない， 

消し忘れ防止のため、点义3時 H を自動消义しまず 

巧乂10分巧にメロディ百が5巧曲«0、《 
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示部にびななして、デジタル S 示 一 
に»りの通転時 M を表をしまず， I /1、 

满义撕巧前からメロディ*び1110、度»ラ 
ンフびな滅します • 

ill 义すると遅おランフ、巧 R ランフび消打し，タイマーランプが点滅します • 
参タイマーランフのな減は、遅拓(切/入)ポタンを巧ずと消なしまず. 


(巧) a り運お時 n :1〇» 



運おを延長ずるとをは、 

延長ポタンを巧ず 

•巧 ft ランフは5巧«な滅した後、消なしまず， 

♦巧したとをから遍 HS を3時阳 SR しまず， 

自動消乂を、巧運おをずるとさ 

遅后(切/入)ポタンを巧し.タイマーランフ消な獲、再®*お 
(切/入)ポタンを巧してください。 

次のことは、必ずお守りください 

参■巧フラグを巧いてお义しない。 

•■巧フラグは.巧义して r ガチッ J またはけン J と含びするま 
で巧かない。 

白煙や巧いにおいが出た0 > ii 熟防止巧■が巧勘ずることを巧 
ぐためです. 

爾»フラグ巧なくと毋巧時巧 j • タイマー遅お時巧-投をち') 
通のセットなどが解なされ、巧期セットに反0ます。 

巧セットしてくだをい。 


巧電や地震があつたとを 

巧をち!■が作動して遅おを停止 
しまず 

■巧 a びあつたとさ 

巧を時巧-タイマー遅拓時巧.投巧ち 
巧などの記1■び*!巧さむまずので 、 R 
セットしてください。 

■地震(強い® K や巧き)びあつ 
たとを 

デジタ jL 度示に03巧 S 示しまず. 
♦»巧(切/入)ポタンを巧ずとテジタ 


MaR 示は巧えまず, 
>巧《巧 


E をずるとをは、面巧の巧をを 
度巧してくだをい， 


点义/消义 
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使用方法 (お好み設定) 

お巧みに応じてセツトしまず。 


室温の調節 


10でか530での巧囲でを通 UK びでさまず0 


延ちポタン 


まお/時刻合わせボタン-! 



投を窒 S 巧泛ま選 




微燃焼運お 


巧定き活、現なちるなどに阳巧なく、「巧 J 化病で 
運おします。 


お定さ通 S 在 a 邁、\ I // 

ぶ像於 


>— 度セツト 


ま忍ポタンを巧ず 

巧ずごとに防長ち巧ぴ1でづつ交わ0まず， 

■は10で〜30でまでセツトでをます， 

• 卜ずれば巧11しています， 

参現をま«は2で〜34でまで g 示しまず， 

•お巧»の51度び1で似下(または巧で10±)の場合で 
を、巧示は2で(または34で）までしかみ示されませ 
ん。 

参91を SS はお度屋の通度の目巧です. 

巧度れと一巧しないことびあります， 

巧■の大をさやが■場所によっては.投ちま S まで 
通しない！■合や、巧える場合びあ0まず， 


.♦ Si 


i ると满义し.》を 
: g の上び0 a ざを 


[おさえめ巧お] 

♦ま巧が投巧き巧よ D の3で. 

拒■まで下びると点义して 
防ざまず. 

•響巧やが□など、外な還び g いとをや、かさな巧 ■ 
で使用すると*ま通び巧をま il よ0上 R し、が火と 
消义をく 0巧しまず，このとをかしにおいます， 

[セットのしかた] 

停止中に巧»ポタンを5巧じ I 上巧し 

巧けまず. 

ブヴーが2回*つた5、セットされ 

まず， 

♦■巧フラグを巧<と 
解なされまず， 

参おさえめ運おがたットされているとをにおさえめ 
遅おのセット！•ホを巧ったとをは、ブヴーび BID 
ません。 



〈セツトのしかた> 

■おやに aw ? ポタンを巧してセツトしまず， 

♦たツトされると表巧部に m ^\ がな打しまず， 

参 W 巧ずるとをは.»巧中に«巧ポタンを巧ずと、 

! TO 历 I び满打し，解巧されます， 

參巧めて巧用ずるとさや、■巧フラグをコンセントか 
ら巧いたとをは、目動的に通巧適巧のモードにな D 
まず， 

參 H 坛 fflh 時はセツト及び解なはできません。 


参巧用ホ件によ0、ま巧が投ちま通まで上が 
5ず80寒いと感じるとさは、巧が汾 a おを 
W 巧して a 常遲おで使用してください， 


謹の調節 \| g 燃焼囊 
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使用方法 (お好み設定) 


お巧みになじてセットしまず。 


急速点义 


巧义時曲をぞめたいとを巧用しまず。 


がが; i 火口 
くと'旅 I 


火は.お出かけ前などにホ5かじめわットしてお 
(切/入)ポタンを巧してずぐにが义します. 


、\ん 

一1151な义一 

勺 I バ 



<セットのしかた> 

あ5かじめ伴止時に選がポタンを巧します， 

参 g 転(切/入)ポタンを巧す2巧じ1±巧にセットし 
てぐださい。 

♦交示巧に lUi ^! びななし、，熱します， 

参たット後、 ire (切/入)ポタンを巧ずと灼巧巧で 
な义します， （ i ■度邏おは約951が 

♦一拓■巧すると急巧ぶ义は自動的に供をされ、9 
示巧の Kigali も巧なしまず. 

♦セット後運転しなし、で24時 HISii ずると自齡的に 
»«8^されまず， 

• A 巧な义セットやに»巧ポタンを巧ずと.セット 
が巧び24時 Mg 新されまず* 


参»瓜な义セツトやにタイマーポタンを巧ず 
と，急惠な火は自»的に W 巧され、タイマー 
遅おに切 0 B わ0ます， 

参急巧点义巧 W 巧ずるとさは、タイマーボタ 
ンを巧してか6運お(切/入)ポタンを巧し 
て < ださい. 

•チ熱中は的故 W の >めを巧費します， 

♦連6中はセットでさません. 


〈セット(解徐)のしかた> 


»巧ポタンを3巧 1 U 上巧しまず， 

•ロック 0 P 巧)され、 S 示部に I チャイルドロック I 
ぴ巧な(511<1)しまず. 


止時に□ックずると… 

ずべての»作びでさな< な0ます • 

♦遅巧中にロックずると… 


JHS (切/入)ポタン(お义)> 巧 ft ポタン(運転の 
度 &) のみ攝作でをまず， 


♦なの塌さはチャイルドロックは W 巧しませ 
ん。 

■巧祖目®巧乂 S ■び作勘したとろ， 

• □ック中に满义 I •作したとろ， 
♦タイマー邏お時に目齡お义したとを， 
•消し忘れ巧义«■びが W したとき. 

♦巧切れで目お义したとさ， 

■不巧をが巧防止装■び作動したとを， 

•巧 g おずる場をは.チャイルドロックを in 
巧してください。 

ただし、巧11自觀巧!义装面または不ミを巧 
巧巧止装■び作勘したと巧は、一§[■お 
(切/入)ポタンを巧してからチャイルドロ 
ジクを g 巧してくださし、 
































使用方法 (タイマー運乾) 


•タイマーは点义専用でず。 


セツトし; 


卜した時巧になると遅おを M がし、 
になるよラお巧屋巧81めまず《 


•点义を、巧1時間運おずると、 
自動的に消乂しまず。 

消义すると、邏おランフぴ满なし.タイ 
マーランフぴお滅します， 


時計の合わせかた 


午獲！:,••二む 


© 



タイマー運賠 


を通/時刻合わせポタン 





1 タイマーポタンを3秒10上巧ず 

■ デジか语示ぴなぶこ交わ0 3 f す. 

n 時刻合わせボタンを巧し、時刻をさ 
ム わせる 

•0 を巧ずと1分づつ巧みまず， 

©を巧すと1巧づつ戻りホず， 

♦巧し度けると1巧づつ»«して進み ( RD )、 
その後.樂伍で通«して進み ( RO ) まず. 
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タイマーポタンをもラー度巧ず 

デジタルななに交わり•巧巧巧巧びセツトされます， 


参のめての巧用やシースン■巧.ぶ切れで 
满义したとさなど、表示助こ 蜘 びな 
打している M は、巧な時巧のセットはで 
さません， 

ななを入れた巧ぶタンクを本体にセット 
して， i 佑 a i ぴ消口(的1がしてから巧 
巧時巧のセットをして < ださい， 

参 Ml プラグを巧いたとさか>■時には. 
巧な巧巧.タイマー運ち時巧の16值び解 
除されます， 

そのとをは两セツトしてくださし、。 


1 タイマーポタンを巧ず 

" •タイマーランフとデジタル表示びな g し、デジタ 
示に■おを化めたし、時巧を表示しまず， 

n 時刻さわせボタンを巧し、運巧を 
ム 始めたい時刻をさわせる 

♦« 示びな«中に時刻をちわだてください。 

参任)を巧ずと1分づつ道みます， 

©を巧ずと1巧づつ R りまず， 

♦1?し«けると1巧づつして道み ( RD )、 
その後、10巧巧ので»巧して進み ( R り）まず， 

参時巧ををねだたあと的10««遍ずると、タイマー 
ランプとデジタ;庙 示がホ自 l&fig に点灯に 
をね0•タイマー遅おがセツトされまず， 

参時巧を合わせるま又に、 g 示びな滅か5ななに空 
ねつたとさは1か5や0■してくださしん 

自動病义ずる 

参たツトした時巧になると連巧巧|<»めだ9^ 

■巧ランフぴななし、デジタルみ予は巧■みちになります • 

安をのため、点义巧1時®をに自動消义しまず 

参藻!义10巧前にメロディ含び5巧柏！ HO 、 表示»に I ちち面！ 
びな巧してデジかぶ示に»りの》巧時 M を巧示しまず， 
满义3(嫩脚こメロティ裔が義り、巧 g ランフびな g しまず， 
参消义すると，運巧ランフ、度 ft ランフぴ溝なし、タイマー 
ランプび巧*します. 

♦タイマーランフのな g は.遅お(切/入)ポタンを巧ずと 
消灯しまず， 


<点乂をに運転を延長ずるとをは> 

延»ポタンを巧します， 

•タイマーランフ巧が!し,»巧遍损こ切り B わ0まず, 

♦巧したとをから»巧を3時田を度しまず， 

<タイマー巧おを解除ずるとをは> 

■巧(切/入)ポタンを巧しまず. 

参タイマーランフび溝なし、解巧されます. 

•のめてお®いになるとさは.午前6巧00 
分を表示します， 

参セットした時巧は民信されていまず， 

巧じ時巧で■おするとさは> タイマーポ 
タンを巧すだけで運転でをます. 

参セットした時巧を g 皮ずるとをは、タイ 
マーポタンを巧ずと，デジタにセッ 
卜した時巧び1(«>同巧示されまず， 

•セットした時巧を g 更したいとをは、两 
たジトして < ださし、 

♦ WE 中にタイマーポタンを巧ずと > 目動的 
に弟队し、タイマー遍転に巧り»わ D まず， 

♦タイマー gre で目曲的に芽!火した後、す 
ぐに WE する塌るは.運お(切/入)ボタン 
を巧し、タイマーランフび满口を、巧度 
■巧(切/入)ポタンを巧してください， 

♦タイマーポタンを巧したとさデジタル表 
巧に 850 S ! び S 示された場をは.巧な 

時巧ぴセットされていません， 

巧を時巧をむジトしてか5タイマー Hfe 
巧たットして < ださい。 


P の合わせかた/タイマー運転 
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点な-手入れ 


がサお义し、本がび十分みえてか5、«巧フラグを 
コンセントか6巧いて巧つてください。 


曰常の点検-手入れ 


参本体およびその巧辺は.いつををれいに»巧して 
おいて < ださい， 

よごれたままで巧用すると.正常に«巧しません。 
•化学ぞラをんをご使用の度は.そのま* til にした 
ぴつて < ださい. 


参が扭攝したをのは巧用しないで < ださい。 
♦16 巧に分解しないでください. 

修理はお■し、上げの！店柏05にご巧« くださしん 


使用ごと 


周囲の»隐 巧31れの点侯 

巧巧に«ネやすし、ものがあつたら巧り巧いてくださしん 巧だまり.油にじみびなし、かを確かめてくだをい， 

曲測れがおる場をは，巧用をやめお！!い上げの販巧巧 
にご巧技ください。 


週に1回1^1上 


お焼-還風空気取入口の»陈 


»巧概でほこ D をぶ< 
©い®つて < ださい. 
巧れたままでの巧用は 
化巧です ■ 

•が说 . mmssmx 
□ぴ目づま D してい 
るとをは儀ブラシで 
»巧してください。 



fism • SASSUSAD 


温風が出口の巧お 


迅 U な出口に巧]■した 
ほこ0などび巧け、著 
しく茶色に巧れること 
ぴお D まず. 

やなな巧を a 巧して 
から2〜3巧後に M ブ 
ラシでこずってか5•よ 
<ふをとって<ださし^« 



SAOrn 口 


巧に1回じ(上 


オイルフィルタの巧な 

オイルフィルタにごみや水がけ i ■していないかな»し 
てください。巧暦しているとをはゴミや水を巧受け皿 
の中に*さないよラオイルフィルタ巧巧り化し、ぺ一 
バータオルやティッシュぺーバーなどでゴミや水を巧 
D ないて < ださい。 

巧れたままだと巧びとお0にくくな0、な义 S スや途 
やお义の巧因にな0まず， 

参オイルフィルタのな接の顺は.巧巧け曲のやもな横して 
ください，巧受けののやにごみや水びたまってしぶ場合 
は、涵受け皿の巧巧さ.水巧を巧おこなってくだをしん 
•オイルフィルタを®0化す晒.オイルフィルタの巧«1に 
か■の幻巧び»つていますのでま■してくだをしん 
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油受け皿の巧巧き-水巧を 

巧受け皿にごみや水がた》ると、な巧タンクに幻巧び入っていてもな乂しません。 

つざの»額でぶ受け皿の油巧き*水巧ををしてくだない • 

オイルフィルタにごみや水び巧眉しているときは、オイルフィルタのホな巧してください. 

♦否 M 口ぶ、不巧な油を民って史用したとをは、巧巧け no の巧巧き•水巧ををした後、良 g のなおで巧ってください • 
参巧 K 口ぶ.不角な巧，巧うとをに使ったな巧の巧巧は.打巧をお H い上げになった J 反巧巧にご巧 K ください， 



点な•手入れ 
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点な-手入れ 


クリーニング 


巧の場合は、«化巧のク U —ニングをおこなつてくださし、， 

•» 巧が十分でが娩•巧気巧入口に目なま D がなく>力ーテンなどでふさぴれてないのに-表示巧に巧けががな滅 
またはな打しているとを。 

参デジタ;ぶ研こ|〔王]1、03、 I 巧が S 示されたとをや、においび a いとを。 

♦な义しにくいとさや、巧がかさいとを。 

クリーニングやは H 巧しませんび、かずでおこなつてくださしん延 S コードを章«ずると«巧でず • 


ク 


良 H のな油に交換ずる 

けな巧け曲のの巧を巧巧まず. （23 ぺージ参病） 

夕«巧タンクを RK の幻巧ですすざ、ち»のの： 

ち巧して本体にセットしまず. 

ク U —ニ ングをずる 

、電源フラグをコンセントに*し込みまず • 

@クリーニンクスイッチ巧巧し\#で巧しまず. 

参クリーニング時 n は灼40巧です • _ 

拥化ととをにデジタ/レ表示に巧み示し、その巧1巧巧ので巧0時111を«示しまず. 

♦クリーニング中は、 aaa フアンが作勘して強いにおいや白煙びでますが.属巧ではお〇ません。 



参クリーニングび完了ずるとブヴーび go まず • 


ククリーニングをずぐに還お(切/入)ボタンを巧し、30分ほど削燃焼で運拓ずる 

^ ♦ずぐに運おしないとクリーニングの巧巧が十分巧られない塌をびお0まず. 

♦遅お(切/入)ポタンを巧した巧と、技をま g を撕でにセットし、巧 U 化巧で»おしてください。 


ネまでお巧いのな油の巧»びひどい場るは，クリーニング!■後の»拓でな义しなかった0、な火しても 
すぐにお义することびおりまず.10分ほど待ってから、をう一度な义してください。 

それでも R をび S いとをは巧度クリーニングをおこなってください。 

それでを正常に R 6 ないとさは.お面い上げの Bat 店にご祖技ください。 


定期点巧 

ft 用 H ごな用にな0ますと®用♦かなどによ〇»巧を十分な擇できなくなることびち0まず • 未然にトラブルを肪ぐ 
ため機なの点巧び化»でず. 2シースンに1回径«，シースン巧了巧などにお面い上げの巧巧店，または修理資巧る 
【佩)日本石涵な庶機器な守 tt を ( TE し 03-34 的-巧进)で巧う巧巧管理■胎修了者(石ぶ機«巧術營巧が】などのい 
る巧巧巧に点<«化11されることをおずすめしまず， 

点な-修理についての費用など巧しいことは店巧巧にご巧技ください. 
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部品な巧について 


勘夏巧換が必 S なときは.お■(し>上げの巧历 S • または ( W 》 日本ち巧な俯«おが守なるで巧う巧の巧巧 M 窝をな了ち 
(ちぶ«器巧巧 g 巧±)などのいる巧巧居にご巧巧ください。 

参な»巧3は、必サ曰な若ぶフアンヒーター用の«1£部担をご®用くださし、， 

参巧8巧»についての！ I 用などなししにとは R 舟ちにご巧枚くださし、。 


保管のしかた 


■巧フラグをコンセントか5巧さ、巧の® g でおす入れしてか5巧*してください。 
1 油を巧をとる 

♦給巧タンクはさにして、ごみや水び残6ないように內»を 
されいなな巧で巧ってか 6 R 燥して < ださい。 

参 r 巧受け曲の巧巧き-水巧を J (23 ベージ)を参照して、なぶ 
(水)を巧をとってください。 

打油を巧かないと、巧 g 時にこぼれた0、にじみ出た D し 
てを巧でず， 


ク 


»おずる 

•本がやな巧 • M 2 巧巧入 □> オイルフィルタ，通風於出 □ 
などの海が巧して<ださい。 

♦本が巧巧の滴巧をお■です， 

お)■い上げの販妃ちに巧11してくださし、（有巧でず） 

• R をの»いところは、巧«巧に條理しておいてください。 
(28 ページ参照） 




2 WRA 口 


3 


保管ずる 

参本体をダンポーなどにいれ*湿気 
のなし Mi 巧に巧管してください， 



グ 

お願い 


本体を逆さにした0、 m にした0、«けた0して巧管しない 
で < ださし、. 

参保«やに巧けをれなかつたな油び3■れて、火災の»田にな 

0まず， 

11. 

1 

園 

1 戶 

V 



J 


点樣•手入れ/定期点お/部品交換について/保管のしかた 
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巧房 • 異常の見分け方と処置方法 

巧» • 異常が生じたとさ巧を装■び作動して自動ミ肖乂し、デジタ/レ巧示とランプ表示でお巧5せしま 
ず。 B 巧(切/入)ポタンを巧し(表示はおえます)、め■をしてください。巧因がわか5ないとをや、 
処■をしてな义擁作をしても運おしないときは、お两い上げの販売店にご巧巧ください。 

(お買い上げの販巧なにが度を巧巧するとをは.«巧巧奋をお巧らせください。） 


巧示（巧をち] ■) 

巧 因 

巧 ■ 

四;を表示 
f 点乂巧全装■、 1 

L 旅巧制な!装■の作動 J 

•点火ミス(巧めての巧用やシースン■巧など） 

•をラー度点义攝作をする 

♦不 s 灯巧(塞質な巧)を巧用したとを 

•ク U —ニング巧ずる 

参水が巧入した口巧を使用したとを 

•水巧さ(巧巧を)をずる 

♦■巧ポンフ g の>気巧品び巧•したとを 

•度巧を巧«する 

ir ：2 i ， i[ii 巧表示 
f すち全が巧巧止装■、' 
燃说お巧装!■、 

し巧お i 防止装■の作のィ 

里的化□がふさがれたとを 

巧を巧0なさ、本がが冷えるまで巧つ 

♦巧巧- aw 巧な取乂□にほこ D びたまつた 
0. カーテンなどでふさぴれたと巧 

•力ーテンなどの画*巧やほこ0巧取 

0巧を、本ががちえるまで待つ 

参不良巧ぶ(交質なぶ)巧®用したとを 

■ク y — ニングをずる 

参な«巧にシリコーンけ!!びけ雇したとを 

•修理を巧賴ずる 

勵びな*.な。 
pF 完全な巧防止装■、 ' 
備说制御装面、 

1巧熱防止装■の作動， 

参 M 政化□がふさびれたとを 

•• Wfc を巧り巧き，本がびみえるまで待つ 

♦が说-巧81巧入□にほこ0びたまつた 
0、カーテンなどでふさぴれたとを 

•カーテンなどの•害巧やほこ0を巧 
り巧き、本体が冷えるまで巧つ 

をのとを 

•巧巧をずる 

参 B にぶづけずぎているとを 

♦« かろ離し.本体がをえるまで巧つ 

♦不良な巧(突*打巧)を巧用したとを 

•ク11一ニンブをずる 

♦巧風《|がが卿したとを 
参 g 大が说したとさ 

♦が巧部にシ U コーンがけ U びけ)■したとを 

•嫁巧を巧賴ずる 

r 抑を S 示 
饼1自動消义装 ■(DfW 

巧510±)のとさ 
参強い巧！»や衝撃巧ち无たとを 
♦本体を用けにとを 

•本体と周西に g 巧びないことを»か 
める 

•巧産 KD なしか平な！■巧で巧用ずる 

すべてのランフ及び S 巧 
びお口 

【巧«安を装■のが動） 

♦伴爾したとを 
•爾巧フラグが抜けたとさ 

•巧巧爾後.本体がみえるまで的10分 
冉巧って、な义嫌作をした0、タイ 
マーなどをセットしなおす 

タイマーランフがな g 
饼し忘れ巧义装■の作動） 

♦点义巧. S たはな S ポタンを巧したとをか 
5巧3時 MIS 通したとを 

• WE (切/入)ポタンを巧し.タイマー 
ランフ巧打後， 再度運お(切/入) ポタ 
ンを巧す 

n 巧1か就 

参巧なま*び40で iU 上に上巧したとを 

•本体び巧そるまで巧つ 

1•本巧びおおわれているとを 

• g などか6■し、本体が巧えるまで巧つ 

♦至巧センヴーがぶ贿したとさ 

•修理を巧賴する 

货 Uli . iHTj ] 

又は if ! 及を，示 

♦巧巧化巧などが巧!•したとさ 

♦巧化推巧などの通度!!*を接巧したとさ 

参その化機巧び巧师したとさ 

•修理を巧賴ずる 
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a 盾かな？と思った S 

巧巧-ヴービスを飽晒される巧に次の巧に化ってもう一度お»かめくださし、。 
ffi ■巧しても興巧びなお5ない場をはお國い上げの巧巧巧にご相巧ください。 


现象 

巧 田 

Wfsai 

巧 

參 gift タンクにな油び入つでい 
るのに点火しない 

•打巧に水び巧入している 

給油タンク.巧受け皿の水巧ををする 

i 

巧 

♦ちぶタンクに巧び入。ている 
!のに.：硕 S 示び点滅，な 
打する 

•オイルフイルタに水やゴミぴ巧扇し、目 
B ま0をだこしてし、る 

オイルフィルタの滴!•を巧い，給ぶタンク， 
巧巧け皿の水巧きをずる 


♦■おポタンを巧してるな义し 
ない 

• W ■フラグび巧けている 

« ■フラグをコンセントに g し这む 


•チタイルドロックがたットされている 
(チ1»イルドロック表巧が巧打） 

チャイルドロックを » なする 

巧 

参のめて*!用する巧やシースン 

• >熱據巧やほこ0が巧けるためです 

ではち0ません 

i 

巧めなど.な义巧に白 S やに 
おいが化る（な义ミス tt の两 
な义巧など） 

•な巧の « 化ガスぴパー少に十がにゆをわ 
たつていないためでで 

しば6 くの n ， お巧歷の A 巧をして巧用ずる 
(1 巧 m ほど揉なしてにおいがする g るは 
販巧店にご巧 » ください） 

i 

♦な乂巧*; « 火巧に r ガチブ J * 
には r ゴン J と*び化る 

が(ソレノイド)のが動含です 

では巧だん 
その用して<ださい 


参な乂巧に r ジ ー J と B びする 

•扇义するためのぶ 霉 11です 


•な乂两にロト:1 Mg びする 

•電田ボンフ巧にを JK ぴ g 入しているため 
です 

R 常ではち os だん 

OfitA ミスのときはもう一度な火でる） 


1 


两巧では巧 D まだん 



•。かの巧化づスぴ出るため.ホ少におし、 

しぱろくの M ぶ a ■のをして使用する 



ます 

(1 巧 n ほど M してにおいびする場さは 
RffiS にご巧 K ください》 


•にお5 

•不度打ぶ ( SII 订沾)を巧用したためでず 

良質のな抑こで1•して.クリーニング巧巧う 



•巧受け田!に水がたまつている 

オイルフィルタの滴 HI 巧行い，1旨ぶタンク、 
巧巧けのの水巧さをする 

化 


•巧がこぼれたままになつている 

乾いた巧などでされいに «« 取る 


♦興がになる*ススぴでる 

1 •不良な巧 (« 質な班)巧巧用したためです! 

良■の幻抑こ巧»して，クリーニングを巧う 

燒 

参がぴ大をくならない 

•巧な-通 Jt 巧巧记乂□にほこ〇ぴつまつ i 
たり•カーテンなどでふさがれたためです 

カーテンなどの Igg やほこりを巧0»く 



•il» の出□ぴふさぴ打たためです ! 

Mgg を取0な< 

m 

巧 

参巧び巧ぶ 

•操巧不足です 

M する 


•白 8 がみ■に出る 

•不良り巧(塞两な巧)をな用しにためでず 

田霞の打巧に巧•して.クリーニンブを行う 


•« 巧巧の一部が巧熱ずる 

•巧で熱せ6れるにめです 


1 

ピキビキ J«WT る 
•r ポコン J と茜がする 
♦きしみ«びでる 

•な义み巧火巧 >熱羅の切 OtfODR にが！ 
ぴぶ熱.ホ巧しておこる K 巧.の Hg でず 

gw ではち D まがん 
そのまま使用してください 


•r シュー jg がする 

•g 化しにな油がバーナ巧に晒出ずる 8 でず i 



•r コトコト J 含びでる 

•■苗ボンフびな巧をのい上げる«でず 



♦•巧焉れびホる 

♦Itea タンクの□□をがゆるんでいる 

6 巧□□ををしっか D 田める 

1 

•色な□□さのゴム/(ッキ：4こごみぴ巧■しな々 

3ムルッキンのごみ巧取り»く 

S 

参とさど21^ポコポコ_|と«がする 

•»巧タンクから油受け皿に打かび巧れ化 
る奮です 

两>1?ではち0ません 
そのまま度用して<だない 


I 


の 

見 

分 

け 

方 

と 

処 

面 


が 

巧 

か 

な 

9 

と 

思 

ご 

た 

6 
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保班と アフターサービス (必ずお読みくださし、) 


保 ■ ( ■醜） 

巧化■はかず r お！!上げ曰-度充ちる jg のだ入をお 
«かめのうえ販売なか5受け巧っていただを，巧咨 
をよくお読みの後.大切に巧巧してください。 

♦巧扭規 M は.お两い上げの曰か51年でず， 


傻理を依巧されるとをは悼衝閱 II 


修理を巧賴される巧に「巧师- H 常のち分け方と処 
■方ぶ」 (26 ページ）おぶび r 故!•かな？と足ったら J 
(27 ページ）を國ぺていただを、なお興常のあると 
をは.巧!•や•巧防止のため.ご巧用を中止し，コ 
ンセントから■巧フラグを巧いてかずお■い上げの 
巧巧巧にご»巧くださし、 


〔連巧していたださたい巧容) 


品 を 

I 曰なち油フアン ヒーター 

おすの巧び 

i OVF-L32A 

I お两上げ曰 

^ 年巧曰 

!巧 n のが況 

>でさるだけ»体的に 

「ごな m ： 

付巧の目印等ををわせて 

おる巧 


電居 S ち 


巧舟ご巧 S 曰 



が おすの呼びは.本体倒面の IMR に表巧されていま 


す， 

C 保巧 巧間中は） 

修理に R しましてはが应■をご捷巧ください， 

巧吸■の規定に巧って巧巧巧び修理ごせていただを 
まず. 

巧扭巧曲!がずぎているときは) 

修理ずれば巧用でをる場ちには，ご巧 B によ Oli 巧 
をせていただをまず， 


巧居されるとをは 


ごお运によ0お■い上げの販売巧のアフターヴービ 
スぴ受けられない!■るは、前をつて販売巧にご巧 K 
くださしんご転居先での曰なの家■品取の巧を巧か 
させていただをます. 


巧な用性能部品の保ち巧巧 


石ぶフアンヒーターの痛修用な能宙苗の巧有期商は 
胜 arr 切 0 み 6 年です， 

痛な用な巧巧品とは、その巧里の機巧をな待ずるた 
めに必巧な巧品です， 

この»品の K 近時 W は、本体測面のながに S 示され 
ていまず， 


修理料金のし<み 

修理 巧金=巧 巧 巧+ 巧 S 代 + 化 巧 巧です. 

mm 

a « ■し；正がこ m するにめの14愈で 
す.巧巧«の人か!！-巧術 RIIM - 拓巧18 
mm - — ttHiiii ぴさま n てい ST . 

巧 岳け 

«に m した gaftn です.その化 m に 
け雨するをさむ場含を巧 0 ます. 

出 巧 巧 

用です，押 ホな 摩巧を巧いただ< 看をを* 0 
ます. 


ご不明な点やな理に M ずるご相致は . 

な巧に曲ずるご巧 B 並びにご不明な巧は.お!!し、上 
げの販巧ちまたは30ぺージの r ご巧咲巧口一 R か 
の巧□にお巧いをわせ < ださい， 


お 願い 

•運»1するとさは 

ご巧居または修巧などでストーブを•る 
とちは> かずお油タンク-な受け皿巧の幻巧 
をなさ巧つてくだをい， （23 ページ参巧》 

な巧び入つたままでずと.»»やになぶが測 
れて、化の通なを巧ずおそれび巧0ホず， 
参巧 HI ずるとをは 

ストーブ巧*棄化巧ずるとをは、必ずち巧夕 
ンク、ぶ受け皿巧の灯巧を巧を巧ってくださ 
し、 （23 ページ参巧） 

な油び入ったまま廃棄ずるとほ巧でず， 
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仕 


がすの巧び 

OVF - L 32 A 

種 》 

巧化す、側出11お、撕饥茄 B 

点义 方式 

高压0 {雪 病义-目動な义 

巧 用 巧 巧 

灯油 りほ1号な巧） 

巧巧消！！ ■ 

最大 

0.313 Uh 

嚴ル 

0.071 Uh 

巧巧出力 

羅大 

3.22 kW 

羅ル 

0.73 kW 

S さ + 

(巫 面） 

最大 

36 dB 

最小 

21 dB 

巧タンク育 ■ 

5.0 L 

巧说巧な時 n 

の 1 巧 M (巧 Li 化か時） 

度房のめやす 

木 巧： 9■(巧 . OmO 

コンクリート ：121 l (20.0 m ') 

が お寸巧 

(« さ) 453 mmx (<|)350 mmx 【 H 行) 305 mm (■台をミむ） 

H 屋 （■ ■) 

8.2 kg 

■巧■圧及び周巧巧 

mmioov 50/60 H 2 

を巧消！! 霜 力 
(50/60 HZ ) 

■ 大 

550/5说 W (巧义時》 

樹巧時 

30/27 W 

■巧ヒュース 

7 A (アンペア） 

a 度ヒュース 

172 t ； 

安を 巧 ■ 

不充全が 说 i 巧止 SH . 化巧 巧 巧 装■，巧震 S 動满义 ^面， 週熱 巧止 装■、 

点义巧を装 ■> ，■巧を巧薩.おし忘れ满义哀 ■ 


ホ8ち(正面)のが■は J に巧をミ (JIS S 3031) に S づく正面儀でず， 



S 年ご使用の石巧フアンヒ-夕-の点巧を/ 

ご 巧巧の H 、 
このようなことは 
¢0 まだんか？ 

•とさどさな义しな IV :とびホる， 
♦な乂でる 巧•回！ が化るぶラになつた • 
が MK なでち面まらな < なつた， 
•その他の， 》 • 巧 m び友る. 

► 

お 

顆 

い 

aw や■な历化のため.スイツチ 
ち 巧0コンたントから in プラブ 
tttsgftis にご iM < ださ1ん 

*9 についでの II 用など 
n しいことは飯 充 B にご巧讓くだ 
さ L ん 


愛情点検 


保誌とアフターヴービス/仕樣 


0巧式され日なホームテック #日なホーム&ライフソリューション巧すをな 

〒105-8410聚巧が港区西が橘 2 T 目15き12ち 《お (03)3502-21 11 


29 





















































































曰立家電品のお客様ご相談窓口一覧表 

(家。巧に 巧する 公正» 争 g 的に よる！ (巧） 


曰立家電品についてのご相談や修理はお買上げの販売店へ 

なお、た居されたり、贈物でいただいたをのの修理などで、ご不明な点は下記巧□にご巧巧ください。 

巧巧などアフターヴービスに 
閱ずるご相談は 

TEL 0120 —31 21 -68 

FAX 0120-3121 -87 


商品巧巧やお取0巧いに 
ついてのご相談は 

TEL 0120 -3121-11 

FAX 0120 —31 21 -34 


一がご相於な口 家 > おじついてのご意 A やご* S は各地区の ちを 柏!相談セン ターへ 


巧当地城 

■径♦ち 

巧を巧 

化海進化区 

01 1-833-5088 

♦し《ホ白石旺藥♦し • 2条4一 1一10 

束化地区 

022-232-5088 

仙台巧宮城巧医雇町1一1一4 5 

阳豪 • 甲化な化医 

03-3834-8588 

を察区菜上巧 2 —7 — 5 (日な家爾上巧ビル》 

中節化臣 

052-795-5088 

を古■ホず山区巧ず巧5 9 (日立家竜巧ず山ビル） 

閣西化 E 

0 7 8-4 3 1-50 8 8 

神戸巧康5■区甲巧巧1 —3 — 8 

中田地区 

082-231-5088 

に應ホ西 K 技奋巧町1 一7— 17 

四田化反 

0877—47—1 088 

巧おホが田町4 2 8 5— 1 4 3 

九 W • 沖«化区 

092-281-5088 

巧巧巧 W そ区な歷町7— 18 ( tf 多 X 巧ピル） 


♦ご «»* 口の ち ♦. »を地等 U * ■じ なることザ ♦り* すので ご 了*<だ> い. 一03 A - 


加 
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一 AAAAAAAA か , 


曰立ち油フアンヒーター保証書曲塑型 

化《 WM 內じれな化 Wg . 本かブぺの化產爵をにしたがって化常な用が«で任用していて技»した場をじは. 
本書お«1勺がにもとづ>お11い上げの販ホなが*1巧修11いたし1卞， 

お R い上げの a から卜紀の WB 内に皮>した!•なは.お W い卜-げの贩々巧に出度 gg をご化賴の上，夺齊をご41み< ださい。 



OVF-L32A 

朱お两い上げ曰 

巧扭用 n(B ■し、上げ日か 5) 

► 

> 

巧 を 

ず-巧 年 月 n 

本体：1年 

► 

' 

ホお ち 巧 

ホ巧 

巧 巧 

► 

おおが 


■ホなも•化巧-■な香巧 


► 

> 

► 


T 




ご化巧 






«巧 ( ) 

«お ( ) 




ホ巧！■じだ人のない場なは無巧となりま卞からをずご*!化ください • 


し保化期历內でもホのような場をじは任巧»巧となり i 十。 

(イ） A 扣上の«0. S たはなるやすちなな巧じよるれたは Htfll : 

(口）お打いヒげ A の落卜’.かっ«し.輪ぶ9じよるめ W または巧«。 

(ハ）•乂化，地霞.本#，落ぶ，その他のち化地変. ザスん な巧.を»、その他の巧墳«闲や M 巧 t 化じよって 
ホじた值障 S たは WflL 

(-) なかり投 I 巧な油）はかのかや朱が度人した不 H な泊.«黄な油.ダソリンなどの IMI 油を«用された場を 
じをじたれ障または供* 

(ホ）かんのかことう觀して使讯された場をじをじた技!*または巧傷_ 

(へ）«務用に使用されて生じた度»またはが«， 

(卜）本書のごかをがない場な • 

(♦> 丰書にわ黄い i •.げ年片白.お客»わ.阪ホ巧をの K 人がない A な.♦るいはザ句を g き换えられた場を， 
(リ）«化の©失（オイルフイんク，給油 UU をなど) • 

2. 離なまたは醒かこホずる地への化«な巧をけった場合には，化かこ*十る义«を中しさけミ十， 

3. ごた時の場かは*前にわ K い卜-げの»光店-じご相 tt ください。 

4. 1•在なホで丰書に C 人して！)るお W い卜.げの*ホなにそご化賴じなれない場をじ U . 取巧«明•の泌ページの H 立 
家«おのご •» 表をご t のうえ，お近<の* U じご伯 tt < ださい. 

5. 年*は巧巧けいたし i せんので«ホしないよう人巧に巧なしでください。 

6. 本♦は口本阳じおいてのみ# A で卞。 Effective only in わが in . 

参このな K ♦は本書に W 本した W 冉.ホ件のもとにおいて無巧な巧をわ約お卞るものです， 

したがってこの巧!£書じよってわホ»の化巧上の推料を MW するものではみりませんので，化 S 两 m 巧通度のか巧 
ホについてごイ;明の場をは，お K い上げの R ホ巧 i たは R 巧か W * の30ページの H な家電なのご柏な sn 义れのた 
U にお闲いかわせください。 

♦な ltW « 時«使の»巧. II 修 Hitt 能»なのがか WW 【こついでは、«巧 R 巧•の28ページの化 It と T フターサーピスをご R 
くださん、， 


な巧メモ 


#曰なホーム&ライフソリューション株式会社 

f 105 - 8410 巧巧ぶ巧区西巧 « 2 - 巧一に■なの 3 ) 3502-2111 
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